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大
項
目 

中
項
目 

具体目標 具体的な取組 
判断基準 

(評価のものさし) 
評価方法 評価時期 進捗確認 

達成状況 

自己評価 学校関係者評価 

確
か
な
学
び 

子
ど
も
理
解
に 

基
づ
く
学
習
指
導 

児童生徒一人ひとりの実態把

握を確実に行い、教職員間の

情報共有を密にすることで適

切な指導と必要な支援に努め

る。 

 学年会議や小学部・中学部別の事例研

究を通じ、子ども理解を進める。年４回

の授業づくり研修を実施する。 

主に教職員及び保護者

対象の学校アンケート 

学校教育 

アンケート 
３学期 

〇 学年や部で情報共有を行い、それ

ぞれの子どもの実態把握に努め、

関係者間で連携を図った。その上

で、子どもの主体性を尊重した支

援に取り組んでいる。 

〇 
保護者の95.2％、教職員の 

98％がおおむねできているという

評価であった。継続して、適切な

指導・必要な支援を行っていく。 

〇 

新学年なった時に、子どもの情報

を校内でしっかり共有していって

ほしい。 

専
門
性
の
向
上 

校内研修を実施し、教職員の

指導力・専門性の向上を図る。 

 年４回の授業づくり向上のための校

内研修を含め、全校的な授業研究会を実

施する。授業づくりの他、自立活動理解、

ICT活用、外部専門家の取組共有、人権

教育、自閉症理解、発達理解、道徳教育

の研修等に取り組む。 

教職員対象の学校アン

ケートや研修全体反省

会 

学校教育 

アンケート 
３学期 

〇 昨年度に引き続き、授業づくり研

修を進め、教職員の授業づくりの

意識向上に取り組んでいる。その

他、ICT 活用研修、発達に関する

研修、自閉症理解、人権研修等を

実施し、専門性向上に取り組んだ。 

〇 年４回の授業づくり研修、発達、

自立活動、ICT 機器活用、OB 保護

者による人権研修等を実施。各研

修について教員からは、専門性向

上につながった等の意見が多かっ

た。 

〇 

先生の専門性を高めるために研修

に充実に取り組んでほしい。 

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体 

障
害
の
改
善
・
克
服 

「個別の教育支援計画」や「個

別の指導計画」の理解を深め、

作成する上で、チームとして

検討し、児童生徒のニーズに

応じていく。 

 合理的配慮の記載等、個別の教育支援

計画等の理解を深め、児童生徒の実態把

握を十分に行ったうえで、保護者と共有

しながら的確な目標設定に基づく指導

に努める。 

主に保護者対象の学校

アンケート 

学校教育 

アンケート 
３学期 

〇 

「個別の教育支援計画」の作成や

「個別の指導計画」の内容につい

て、各保護者と十分に話しながら、

取り組んだ。 

〇 

「個別の指導計画」は保護者の

98.9％、「個別の教育支援計画」は

保護者の98.3％がおおむね満足し

ているという評価であった。 

〇 

子どもの実態に合わせた指導を今

後も考えていってほしい。 

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り 

セ
ン
タ
ー
的
機
能 

の
充
実 外部専門家派遣事業を活用す

るなどし、幼稚園、小・中学

校、高等学校への地域支援を

充実させる。 

 地域支援として、ＳＴ・ＯＴと連携し、

相談業務を５０回以上行い、その他にも

独自の相談活動を実施する。 

数値目標に沿う評価と

夏季の公開研修に対す

るアンケート 

数値目標 ３学期 

〇 

外部専門家派遣及び、本校コーデ

ィネーターを、要請により派遣し

た。 

〇 地域支援として 48 回（１月末時

点）の外部専門家派遣を実施した

（年度末までには 50 回を超える

予定）。また、本校コーディネータ

ーが必要に応じ、依頼のあった学

校を訪問した。 

〇 

この取り組みを継続していってほ

しい。 

家
庭
や
地
域
と
の
連
携 

毎日の連絡帳や学校からの情

報発信並びに教育相談等によ

り保護者との連携を図る。 

 連絡帳や教育相談等から、保護者の思

いや悩みについて理解し、課題に対応す

る。 

 できる限り１日１記事、HPに発信する 

教職員及び保護者対象

の学校アンケート、HP

発信数 

学校教育 

アンケート 

数値目標 

３学期 

△ 

連絡帳と電話等により保護者連携

を密に行っている。HPの記事の頻

度は例年に比べ少なくなってお

り、頻度をあげるようにする。 

△ 保護者の93.9％が学校からの情報

提供に満足しているという評価で

あった。しかし、HPについて、自

由記述には更新回数の向上を求め

る声が寄せられていた。１日１記

事をあげるように、連携をはかる。 

△ 

HPについて、掲載にかたよりがあ

るので、改善してほしい。 

近隣校との学校間交流、居住

地での居住地校交流を推進す

る。 

 近隣校への啓発を含めた、学校間交流

を近隣校と相談の上、実施する。また、

居住地校への案内を行い、居住地校交流

を実施する。 

交流についての教職員

アンケートや教職員等

への実施状況聞き取り

調査、居住地校交流の実

施回数 

実施状況聞

き取り調査 
３学期 

〇 

地域の小中学校に交流の実施につ

いて依頼。近隣の小中学校との交

流や美術作品の交流を実施予定。 

○ 
地域の小中学校の誘いを受け、居

住地校交流が実施できた。近隣小

学校との交流を実施。近隣中学校

と美術作品の交流を実施した。 

○ 

御池台校区との連携をはかってい

くことも大切である。 

学校の現状 

小学部でめざすこと）低学年は、様々な遊びなどを通し教師との深く強い関係を築くことで学校生活を楽しむ態度を育成する。また、その取り組みの中で日常生活の基本的な習慣を身につけていく。 

高学年は、低学年で築き上げた教師との信頼関係をもとに、クラス活動等を通して日常生活のスキルの力を養う。また、教科学習等で行われる多様な集団で少しずつ自己コントロールする力を養っていく。 

中学部でめざすこと）中学部は、地域の学校から進学してきた生徒が加わり、様々な障害や発達段階の集団となる。小学部・小学校で学んできたことの積み重ねの上に、自分の生活に見通しと目標をもち、仲間と協力して自信をもって行動する態度 

を育成する。各教科の特色を生かした活動及び様々な集団での仲間との活動を通じ、自立と社会参加をめざし、将来の生活に役立つ力やさらに生涯にわたって生活を豊かにする力を養う。 

令和７年度 重点目標  

 （１）個々の児童生徒の気持ちに寄り添い、自立活動を基盤としたニーズに応じた支援を行うこと 

 （２）主体的・対話的で深い学びの視点に立った教育活動 

 （３）支援学校教員としての指導力・専門性の向上 

 （４）支援学校のセンター的機能の充実とインクルーシブ教育システムの構築 

校長より）●今年度も児童生徒数が増え、１学級の人数を増やす対応をする学年があった。140人近いスタッフがいる中で、引き続き、研修を重ね、専門性向上に取り組んでい 

く。●体育祭の11月開催、音楽発表会の2月開催（今年度は1/31）で、スムーズに活動できてる子どもは多かった。しかし学校として2学期から3学期の運営について、整理 

は必要である。●HPについては、学校内の業務過多のため、掲載頻度が大幅に減ってしまった。できうる範囲で、学校で協力しながら掲載量を向上させるようにする。 

（様式⑦ 支援学校） 

学校関係者評価者から 

校内で適正な人事を行っていただき、先生たちが負担感がないように気をつ

けていってほしい。 


